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前月比
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人 口 55.600 

{男 26.649
女 28.951

世帯数 1l.384 
転入 800 出生
転出 472 死亡
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金
子
新
政
務
次
官
が
来
天

戸

ζ
ζ

を
&
じ
て
く
だ
さ
レ
M

-・J

八
月
三
十
一
日
-

金
子
自
治
政
務
次
一

日
が
来
大
さ

れ

と

し
た
ω

一

こ
の
折
に
、
市
畏
一

議
長
を
は
じ
め
各
一

団
体
の
長
な
ど
が
一

中
央
公
民
館
に
集
一

り
、
約
一
時
間
に
一

わ
た
っ
て
大
村
市
-

の
実
情
を
報
告
し
一

い
ろ
い
ろ
の
事
柄
一

を
陳
情
し
ま
し
た
一

そ
の
後
公
民
館
ホ
一

1
ル
に
た
く
さ
ん
一

の
一
般
市
民
も
参
一

加
し
て
新
政
務
次
一

官
と
の
懇
談
会
を
一

聞
き
ま
し
た
。
ー
一

圃 8月まで!ご65名が発病

今年も大村市内で伝染病が発生

しつづけて治ります。とくに秋は

食中毒や伝柴山ーに最もかかりやす

い時期です。 これは私たちが夏の

暑さとたたかいながら過したため

病気にたいするtJ~抗力が極度に弱

って.おじ 、またf'<，てlゴ、色々の行事

も行なわれ、 会食の機会も多くな

るからです。集団食中毒や伝染病

の予防のためつぎのことがらに十

分注意してく更さい。

× × × 

G 

県
の
研
修
所

(
旧
梶
山
御
殿
)

を
開
放
し
ま
す

長
崎
県
大
村
研
修
所
は
関

所
し
て
か
ら
満
一
年
自
主
迎

え
、
ど
う
や
ら
県
民
み
た
さ

ん
の
宿
泊
と
研
修
の
場
と
し

て
青
少
年
、
成
人
の
方
々
に

し
た
し
ま
れ
て
ま
い
り
ま
し

た。
と
く
に
、
大
村
市
の
み
な

さ
ん
に
は
梶
山
御
殿
と

し
て

友
じ
み
の
深
い

な
つ
か
し
い

建
物
で
時
折
は
見
物
し
て
み

た
い
企
い
う
お
気
持
ち
で
ご

，
さ
い
ま
し
よ
ろ
。

そ
こ
で
県
で
は
、
県
政
に

た
い
す
る
理
解
と
関
心
主
深

め

τい
た
だ
く
た
め
の
県
民

週
間
の
行
事
と
し
て
、
つ
ぎ

の
日
程
で
大
村
研
修
所
(
旧

梶
山
御
殿
)
を
一
般
に
開
放

し
、
み
な
さ
ま
に
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

ご
近
所
治
さ
そ
い
あ

b
せ
の

う
え
ゐ
出
か
け
く
だ
さ
い
。

①
研
修
所
の
紹
介
;
:
:
宮
崎

五
十
騎
所
長

②
玖
島
城
の
歴
史
に
つ
い
て

:
:
:
河
野
忠
博
先
生
の
話

が
あ
り
ま
す
。

(
庶
務
課
)

午 ムム
後タ開方+合十
一 方 放 に月婦月
時四時開 五 人 四
か 時開放日会日
ら ま は (の(
はで朝 土研金

九)修)

時 ーに大
か 般関村
ら の放連

藍翠欝盟
陸上自衛隊では10月中の実弾射撃;

をつぎのとおり行ないます。

実路場所=池田射撃場

実施 U程::0:2日ー5日、 1日-12日 i

14日--17日、z1日.....Z 3臼.

25日~引日 (臆務課)

玖 10
島月
按 5
の日
舘
な
と

ただいま

手洗い運動期間です

九月も市内一円 手を洗う運動の

月です。クレゾーノレ液がたくなっ

たら補充して手洗いを続けてくだ

さい。

砂手法いを励行

手や指はいつも清潔にしましょ

う。

砂調理場は清潔に

ね十みや昆虫の侵入を防ぎまし

ょう。

砂料理のときも十分注意

砂原材料は新しいものを使い、鮮

魚類は主主るべ〈煮るか、ゃくか

の方法で料理しましょう。

惨と 食べ過ぎ N 飲みすぎミをし

在いよう注意しましょう。

砂睡眠を十分とりましょう。

砂ノ、ェゃれ、ゴ キブリを退治しま

しよ行 。 (保険衛生課〉

× × × 



①
脱
臆
転
車
は
す
ぐ
れ
た
祭
華
経
費
を
訴
え
た
父
兄
負
担
見
込

食

品

で

あ

る

。

み

額

は

小

学

校

1

=

一

円

八

十

二

〔
脱
脂
粉
現
給
食
に
つ
い
て
〕
脱
脂
粉
乳
は
牛
乳
か
ら
ク
リ

1

銭
、
中
学
校
H
五
円
七
十
三
銭

未
だ
学
校
給
食
を
し
て
い
た
ム
を
分
離
し
た
残

b
の
脱
脂
乳
(
い
く
ら
か
市
よ

b
補
助
の
予

い
義
務
教
育
学
校
の
児
童
生
徒
を
濃
縮
し
て
、
乾
燥
粉
末
に
し
定
)
で
す
。

全
員
に
一
斉
に
ミ
ル
ク
給
食
を
た
も
の
で
す
か
ら
、
脂
肪
や
脂

実
施
す
る
こ
と
に
な
b
ま
し
た
肪
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
ピ
タ

こ
れ
は
ミ
ル
ク
が
学
童
の
栄
養
ミ
ン

A
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

改
善
上
必
要
注
食
品
で
あ
る
こ
ん
が
、
モ
の
他
の
栄
養
素
は
き

と
か
ら
ミ
ル
ク
の
原
料
で
あ
る
わ
め
て
豊
富
で
蛋
白
質
や
乳
糖

脱
脂
粉
乳
の
低
額
供
給
を
図
っ
カ
ル

シ
ク
ム

、
ビ
タ
ミ
ン
訟
な

て
栄
養
改
善
を
烏
し
す
す
め
よ
ど
が
生
乳
よ
り
豊
富
に
含
ま
れ

う

と

す

る

も

の

で

す

。

て

い

ま

す

。

ド
現
在
の
生
乳
給
食
校
で
は
生
②
脱
脂
粉
乳
は
こ
ん
な
に
安
い
‘

乳
三
割
混
入
の
脱
脂
粉
乳
給
食
脱
脂
粉
乳
に
国
の
補
助
が
小
学

ず
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
校
1
一
円
四
銭
、
中
学
校
H

一

い

ま

す

。

円

四

十

銭

あ

り

ま

す

の

で

、

諸

(2) 

P

T

A
の
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さ
ん
へ

り大村市政だよ昭和H3年 4月日日第三種郵便物認可

J rrrTTrtr，... ~ " .A行~

5IUJ 11会醐岨昨

昭和38年 9月20日

…
給
食
用
ミ
ル
ク
一
合
に
含
…

…
ま
れ
る
蛋
日
質
を
他
の
食
…

…
物
か
ら
と
る
と
つ
ぎ
の
表
…

…
の
と
治

b
と
た
り
ま
す
。

…

量

合

個

丁

き

nr
…

…
数

J

J
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.

ひ

刊
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要
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所

約

H
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…

名

乳
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コ

ふ

ま

肉

…

…

品

?

一

ん

…

食

生

タ

と

さ

牛

…

〈
教
育
委
員
会
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〔給食用ミルク 1合と〕
生牛乳 1合 の 栄 養
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10月1日

十
月
一
日
現
在
で
全
国
い
つ
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
乾
馬
場
長
久
寺
、
古
町
住
宅
六

せ
い
に
住
宅
統
計
調
査
が
行
注
調
査
の
対
象
と
し
て
指
定
さ
区
、
七
、
八
、
九
班
、
並
松
郷

わ

れ

ま

す

。

れ

た

区

域

は

つ

ぎ

の

と

お

り

。

植

松

東

桜

馬

場

一

、

国

道

上

こ
の
調
査
は
国
民
の
住
宅
事
二
の
郷
久
津
、
寺
本
、
一
の
、
松
並
二
=
一
、
四
班
、
水
田
町

情
が
現
在
ど
の
よ
う
な
状
態
に
郷
南
松
本
、
四
の
郷
南
野
岳
、
下
杭
出
津
、
東
三
城
寿
町
、
水

友
っ
て
い
る
か
、
ま
た
ど
の
よ
沖
田
郷
、
黒
丸
郷
、
竹
松
大
川
道
町
、
本
町
四
丁
目
、
東
部
、

う
に
変
っ
て
き
て
い
る
か
を
明
田
四
、
五
、
六
班
、
小
路
口
郷
萱
瀬
町
、
西
本
町
五
九
二

t
六

ら
か
に
す
る
た
め
行
な
わ
れ
る
原
口
、
八
班
、
竹
松
本
町
十
二
三
八
、
下
久
原
五
、
六
班
上
久

も
の
で
す
。
主
語
、
こ
の
調
査
の
十
三
班
、
堺
町
九
班
、
上
小
路
原
て
ご
班
、
前
舟
津
(
五
班

結
呆
は
税
金
友
ど
に
は
使
用
で
口
二
、
=
一
、
四
班
、
黒
木
郷
岩
を
除
く
)
、
水
計
、
大
多
武
、

屋
板
川
内
、
池
田
住
宅
十
一
区
岩
舟
、
平
小
川
郷
横
山
、
大
里

一
t
四
班
、
諏
訪
住
宅
八
区
西
郷
内
倉
、
古
松
、
日
泊
山
境

住宅統計調査が行なわれます

を
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
心
配
な
く
あ
h
y

の
ま
ま

池
田
保
育
所
へ
寄
贈

ム
幼
稚
園
六
十
冊
杉
本
兼
六

ム
ご
む
風
船
百
三
十
個
、
紙
風

船

六

十

個

立

川

愛

二

郎

ム
あ
ん
ぽ
ん
六
十
個飯

盛
丈
太
郎

ム
ボ
ー
ル
六
十
個

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会

ム
あ
め
玉
百
八
十
個無

名
篤
志
家

A
花
=
一
把
、
金
魚
三
匹鳥

山

誠

一
瀬

ν
メ

ム
七
夕
竹
一
本

口一-EF--======一-===-一--======-=-=============

川

叩

月
5
日

:

:

川

川

ス

ポ

ー

ツ

の

臼

川

======--=--===-===---====-====---2=--------ZE---z 

十
月
五
日
(
土
)
は
ス
ポ
ー

ツ
の
日
で
す
。

そ
こ
で
市
民
の
み
左
さ
ん
も
こ

む
日
を
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
発
的
に
計

画
し
て
ス
ポ
ー

ツ
を
た
の
し
む

よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

十
月
五
日
(
土
)
、
ま
た
そ
の

前
後
、
町

(
公
民
舘
〉
、
職
場

団
体
、
体
協
、
同
好
会
な
ど
で

ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
実
施
す
る
場

合
は
、
市
の
教
育
委
員
会
に
計

画
書
を
そ
え
て
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

共
催
、
後
援
、
協
力
を
し
ま
す

(
教
育
委
員
会
)

「ーーーーーーーー一一ー一ーー

今月は市民税の等~ z期分と国

民健康保険税の 3月分を納める

月です。

市民のみなさん、忘れずに納

めてください。

-ー・ー------ー・・圃E ・ー・ー---'
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昭和38年 9月20白

入
月
二
十
八
日
午
前
八
時
三

十
分
、
消
防
本
部
は
卜
記
の
想

r-Kよ
っ
て
消
防
団
に
出
動
を

命
じ
、
団
員
百
三
十
名
が
郡
川

福
重
構
下
流
で
土
俵
積
作
業
、

木
流
し
、
廷
張
り
作
業
の
水
防

訓
練
を
し
ま
し
た。

「
作
業
の
重
点
'一

①
通
報
伝
達
の
迅
速
確
実

②
確
実
在
作
業
指
揮

③
確
実
な
作
業
実
施
と
協
同
動

作
の
徹
底

こ
の
訓
練
は
消
防
団
員
の
終

始
熱
心
な
作
業
に
よ
っ
て
有
意

義
な
効
果
主
治
き
め
無
事
終
了

し
ま
し
た
。

(

消
防
本
部
)

一

一

の

市

内

小

・

中

学

一
一
腫
展
耽
校
の
児
童
生
徒
の

お

徒

品

恥

夏

休

み

の

作

品

展

一
一
生

乍
叩

4

中

吸

引

州

一
一
示
会
を
九
月
十
一

応
唯
一
休
刊
日
か
ら
十
三
日
ま

一
一
川

夏

誌

で

中
央
公
民
館
で

川

4

行
友
い
ま
し
た
。

中
こ
れ
に
出
品
さ
れ
た
作
品
は

一
一
図
画
、
習
字
、
工
作
、
手
芸

一
一
こ
ん
虫
採
集
な
ど
b
つ
ば
な

Z

も
の
ば
か
り
:
:
:
。

-
ん
そ
の
数
も
七
百
点
に
及
び
ま

レ
た
。

一

一

(

教

育

委

員

会

〉

理百・三才百十一二〔
工 I瓦十一円七 万 十 管
十五製 t万・ t四 t内
八百造五二販五千三〕
t五工十千売十円十男
二十二才円員才・王子
十円十回・二三配才
三 -l 定保十百管一経
才 タ四給険五五 工万理
一イ十八集 t十及三事
万ヤ才千金四 t見千務
五修 五円 人 十六習 t員

り 昭和お年 4月IIR第三種郵便物認可

「
想
定
」

「
集
中
'
豪
雨
に
よ
り
郡
川
は
増
水
、
福
重
橋

下
流
約
五
百
〆

l
ト

ル

の
左
岸
堤
防
の
一
部

が
崩
壊
し
、
被
害
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
」

九
月
一
日
か
ら

大 村市政だよ

医
療
費
の
引
上
げ

初
診
料
・
:
(
市
民
の
負
担
)
最
高
五
円
噌

(3) 

九
月

一
日
か
ら
医
療
費
の
算
せ
ん
。

定
方
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
医
療
費
の
地
域
差
撤
廃
と
は

い
わ
ゆ
る
医
療
費
の
地
域
差
の
い
ま
ま
で
甲
地
(
東
京
都
在

撤
廃
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ど
)
と
乙
地
(
甲
地
以
外
の
地

む
た
め
被
保
険
者
。
皆
様
も
保
域
で
大
村
市
も
該
当
)
は
医
療

険
者
で
あ
る
市
も
約
五
・
四

μ
費

の
計
算
方
法
が
違
っ
て
い
ま

程
度
の
医
療
費
の
負
担
が
多
く
し
た
が
、
全
国
平
等
に
す
る
た

な
b
ま
す
。
し
か
し
、
本
年
度
め
乙
地
の
計
算
方
法
を
甲
地
主

は
保
険
税
の
増
税
は
い
た
し
ま
み
に
し
た
も
む
で
す
。

初診料@改正褒

区 分 現行 9月1日以降 増加額

国立、市立病院 2∞円 210円 10円

歯科 医 院 200円 210円 10円

般医 院 56円 60円 4円

※現在の給付宰は5割ですから、この金額の

2分のlが市民の負担となります。

十

t
一
万
八
千
円
・
製
材
工
三

十
五
才
ま
で
五
百
円
・
自
動
車

整
備
工
一
一
十
J
四
十
才
二
万

t

二
万
五
千
円
・
ケ
ー
ブ
ル
布
設

工
十
八

t
四
十
才
五
百
五
十

t

六
百
円
・
鍛
治
見
習
工
十
七

1

二
十
才
一
万
円
・
煎
粉
工
四
十

才
ま
で
五
百

1
五
百
五
十
川
・

仕
上
エ
二
十

t
四
十
才
三
百

t

五
百
円

女
手
経
理
事
務
十
八
J

四
十

才
八
千

t
一
万
円
・
一
般
事
務

写真=友だちのり っぱな夏休みの作品を見て、 いろいろ話し合 って

いる生徒と父兄たち。

十
八

t
二
十
二
才
七
千

t
八
千

円
・
庖
員
十
八

t
二
十
二
才
七

千
八
千
円
・
工
場
雑
役
四
十
才

ま
で
三
百
二
十

t
三
百
五
十
円

.
炊
事
婦
二
十

t
五
十
才
三
食

付
五
千
円
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
裁
断

師
二
十
J
四
十
才
八
千

t
二
万

m
・
縫
工
二
十

t
四
十
才
八
千

1
一
万
二
千
円

(大
村
公
共
職
業
安
定
所
〉

× 

× 



V
行
事
目
的
地
で

ν
ク
P
エ

上

。

【

公

売

】

シ
ヨ
シ
大
会
を
行
い
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
申
込
書
に
記
市
税
滞
納
氏
よ
h
y
、
差
押
え

V
申
込
み
十
月
五
固
ま
で
に
入
の
上
当
所
へ
十
月
一
固
ま
た
財
産
を
つ
ぎ
の
と
お
り
、
公

住
所
、
氏
名
、
年
令
、
性
別
で
に
申
し
込
む
こ
と
。
売
に
付
し
ま
す
。
買
費
希
望
者

を
記
し
会
費
A
=
一
十
五
円
、
左
希
詳
し
い
こ
と
は
福
祉
事
務
は
定
刻
ま
で
に
.
印
鑑
と
員
受

B
、
C
七
十
円
、を
添
え
て
市
所
へ
治
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
代
金
持
参
の
う
え
、
ご
参
集
え

教

育

委

員

会

社

会

教

育

課

へ

(

福

祉

事

務

所

)

だ

さ

い

。

弁
当
は
各
自
持
参
。

申
込
み
が
予
定
数
〈
約
五
百

人
)
に
達
し
た
と
き
は
締
切

b
ま
す
。

市
役
所
↑

市
役
所
↑

(4) 

V

提
出
先
と
期
限

九
月
一
一
十
九
日
ま
で
に
大
村

保
健
所
へ
提
出
す
る
こ
と
。

(
保
健
衛
生
課
)

美
容
師
U

長
崎
市
寄
合
町
、

長
崎
県
高
等
理
美
容
学
校

V

提
出
書
類

①
願
書
ハ
用
紙
は
保
健
所
に
あ

り
ま
す
。
)

②
写
真
〈
=
一
カ
月
以
内
に
撮
影

十
月
十
三
日
長
崎
市
興
善
し
た
名
刺
形
む
も
の
。
)

町
長
崎
市
立
高
等
学
校
⑨
履
歴
書
〈
義
務
教
育
以
降
む
市
の
教
育
委
員
会
で
は
ス
ポ

V

実

地

試

験

学

歴

、

養

成

施

設

卒

業

月

日

1
ツ
の
自
の
行
事
と
し
て
つ
ぎ

十

一

月

三

日

実

施

習

練

む

終

了

日

な

ど

を

の

よ

う

に

市

民

ハ

イ

キ

ン

グ

を

長

崎

市

興

善

町

長

崎

市

立

記

載

す

る

こ

と

。

)

実

施

し

ま

す

。

高

等

学

校

こ

の

外

、

中

学

校

の

卒

業

証

希

望

者

は

申

し

込

ん

で

く

だ

さ

十

一

月

四

、

五

日

明

、

養

成

施

設

の

卒

業

証

明

い。

理
容
師
H
長
時
理
美
容
専
問
実
地
習
練
証
明
、
戸
籍
謄
本

V

期
日
十
月
十
三
日
(
日
)

学

校

・

な

ど

が

必

要

で

す

。

V
対
象
個
人
、
家
族
、
団
体

一
一
の
一
一
般
市
民
。

一

一

百

日

暖

、

ジ

フ

テ

り

ア

予

で

E

ヨ

日

日

ま

一

一

V

コ
ー
ス

一

一

防

接

種

を

つ

ぎ

の

と

お

り

田

川

0

1

時
「

3
則
H

月
H

町
H

3

一
一
A
萱
瀬
グ
ム
(
日
帰
り
ゴ

l
ス〉

一
一
行
な
い
ま
す

n

n

n

か
一
一
大
村
l
田
下
問
パ
ス
田
下

……V
該
当
者
生
後
三
カ
月
か
ら
六

E
川

畑

旧

防

一

1
萱
瀬
間
徒
歩

一
一
カ
月
の
人
ら
お
よ
び
初
回
免

f
引

m

u
め
y

削…一

所

開

H

問
H

問

1-
一一

B
五
ケ
原
岳
ハ
日
帰
b
コ
1
ス
)

一
一
疫
後
、
一
年
か
ら
一
年
半
を
働

1

1

1

後
……

大
村
l
黒
木
間
パ
ス
黒
木

一
経
過
し
た
人
。

.

配

回

日

日

間

糾

一

一

l
五
ケ
原
間
徒
歩

U

V
接
種
要
領
初
回
免
疫
は
一
カ
目

1
別
H

別
H

別
H

れ一一

施

9

9

9

す

・
C
多
良
め
ぐ

-P
ハ
二
日
コ

l
ス
)

…

日

目

、

一

時

〕

実

明

日

開

問

問

問

恥

一

一

日

日

行

一

(

引

に

…V
料

金

無

料

母

子

手

帳

を

持

参

松

立

瀬

藍

原

崎
む

多
良
(
泊
V

(

十
三
日
)
五

の

こ

と

。

ハ

保

険

衛

生

課

)

竹

市

市

萱

福

松
※
J

=
!
i
l
i
--
i
j
a
z
z
--
5γl
i
l

i
-
-
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ケ
原

l
黒
木

-
U吉
山uH
H
5

・・1
3
・2・・1
l
i
zt
'
・I
t
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--E
E
--:I
'
・e・e-t
'
:.

，

理
容
師
と
美
容
師
の
試
験

す と
。美県

容は
師つ
のぎ
試の
験要
を 領
行で
在 理
い 容
ま師

り大村市政だよ

萱
瀬
ダ
ム
・
五
ケ
原
・
多
良
へ

ハ
イ
キ
ン
グ

十
月
二
日

午
前
十
時

ム
公
売
場
所

市
税
務
課

ム
公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

ム
公
売
保
証
金
見
横
価
額
む

百
分
の
十

ム
代
金
納
付
期
限

十
月
二
日

午
前
十
一
時
三
十
分

公
社
の
譲
渡
本
認
が
得
ら
れ
な

い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
と

b

消
し
ま
す
。

ム
公
売
物
件

①
電
話
加
入
権
大
村
局
二
千

六
十
二
番

②
電
話
加
入
権
大
村
局
三
千

主
百
十
二
番

③
電
話
加
入
権
大
村
局
二
千

四
十
五
番

④
電
話
加
入
権
大
村
局
三
千

二
百
三
十
七
番

⑤
電
話
加
入
権
大
村
局
三
千

八
百
三
十
五
番

⑥
電
話
加
入
権
大
村
局
二
千

=
百
五
十
番
ハ
税
務
課
)

ム
日
時

V

学
科
試
験

労
務
職
員
を
募
集

市
で
は
つ
ぎ
の
と

h
b
労
務

職
員
を
公
募
し
て
い
ま
す
百

希
望
者
は
市
役
所
む
庶
務
課

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
庶
務
課
ま
た
は
出

張
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

，

卯
募
集
職
種
労
務
職
員

(
清
掃
夫
・
焼
却
夫
〉

刷
募
集
人
員
若
干
名

判
応
募
資
格
満
十
八
才
〈
昭

和
三
十
八
年
四
月
現
在
(
か

ら
お
お
む
ね
四
十
才
ま
で
の

男
子
で
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

が
学
校
教
育
法
に
よ
る
中
学

校
程
度
の
学
力
主
要
し
ま
す

帥
受
付
期
間

九
月
二
十
日
か
ら
十
月
三
日

ま
で
ハ
日
曜
日
及
び
土
曜
日

の
午
後
を
除
く
)

そ
の
他
、
手
続
き
た

E
に
つ

い
て
は
市
の
庶
務
課
に
ゐ
た

守
ね
く
だ
さ
い
。
(
庶
務
課
〉

(
教
育
委
員
会
〉

第
一
回
長
崎
県
身
体
障
害

者
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す

昭和“~4 月 tt 日揮言書郵便物包可

と
も
す
れ
ば
暗
く
消
極
的
に

た
り
が
ち
左
身
体
障
害
者
が
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
っ

τ明
朗
快
活
、

積
極
的
注
意
欲
を
盛
り
立
て
、

明
る
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

と
矛
一
回
む
体
育
大
会
を
つ
ぎ

の
と
治

b
開
催
し
ま
す
。

マ
日
時

十
一
月
二
日

午
前
十
時

昭和98年 9周20目

マ
場
所
長
崎
市
国
際
体
育
館

マ
資
格
身
体
障
害
者
手
帳
を

有
す
る
者
治
よ
び
障
害
程
度

が
こ
れ
に
準
守
る
者

マ
年
令
大
会
当
日
十
二
才
以


